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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の信号線とこれに直交する複数の走査線との各交点に液晶セルを備えて成る単純マ
トリクス型の液晶表示パネルをＭＬＳ［multi line selection］駆動する液晶駆動装置で
あって、
　前記液晶駆動装置は、
　前記液晶表示パネルの各信号線に対して表示画像に応じたセグメント信号を供給するセ
グメント制御部と、
　前記液晶表示パネルの各走査線に対してコモン信号を供給するコモン制御部と、
　を有し、
　前記コモン制御部は、前記液晶表示パネルをＭＬＳ駆動する際に前記走査線を複数ライ
ンずつ同時に選択するための手段として、複数のコモン選択信号により時分割で順次選択
されて各々複数ライン分のコモン信号を生成する複数のコモンブロックを含み、
　前記コモンブロックは、それぞれ、単一のコモン選択信号から各ライン毎のコモン信号
を生成する複数ライン分のコモン駆動回路を含み、
　前記コモン駆動回路には、それぞれ、各ライン毎のコモン信号を個別に非選択論理とす
るためのライン選択信号が入力されており、
　前記コモン駆動回路は、それぞれ、前記ライン選択信号が選択論理とされているときに
は、前記コモン選択信号の論理状態に応じて前記コモン信号を生成する一方、前記ライン
選択信号が非選択論理とされているときには、前記コモン選択信号の論理状態に関わらず
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前記コモン信号を非選択論理とすることを特徴とする液晶駆動装置。
【請求項２】
　前記コモン駆動回路は、それぞれ、選択論理と非選択論理の２値を取り得るコモン選択
信号及びライン選択信号と、第１論理と第２論理の２値を取り得るベクトル信号と、に基
づいて、各ライン毎のコモン信号を生成するものであり、
　前記コモン選択信号及び前記ライン選択信号がいずれも選択論理であって、前記ベクト
ル信号が第１論理である場合には、前記コモン信号を第１選択論理とし、
　前記コモン選択信号及び前記ライン選択信号がいずれも選択論理であって、前記ベクト
ル信号が第２論理である場合には、前記コモン信号を第２選択論理とし、
　その余の場合には、前記コモン信号を非選択論理とすることを特徴とする請求項１に記
載の液晶駆動装置。
【請求項３】
　１フレームは、複数のサブフレームから成り、
　前記複数のコモン選択信号は、前記サブフレームを時分割するように各々の論理状態が
順次切り替えられるものであり、
　前記ベクトル信号は、そのエッジが前記サブフレームの切替タイミングに対して前後に
ずらされていることを特徴とする請求項２に記載の液晶駆動装置。
【請求項４】
　偶数番目のコモンブロック群と奇数番目のコモンブロック群とは、互いに離間されて成
ることを特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに記載の液晶駆動装置。
【請求項５】
　複数の信号線とこれに直交する複数の走査線との各交点に液晶セルを備えて成る単純マ
トリクス型の液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルの駆動手段として、請求項１～請求
項４のいずれかに記載の液晶駆動装置と、を有して成ることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、単純マトリクス型の液晶表示パネルを駆動する液晶駆動装置、及び、これを
用いた液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、複数の信号線（セグメント信号線）とこれに直交する複数の走査線（コモン
信号線）との各交点に液晶セルを備えて成る単純マトリクス型の液晶表示パネルの駆動法
として、各走査線を時分割で順次選択するＡＰＴ［Alt Pleshko Technics］駆動法と、複
数の走査線を同時選択するＭＬＳ［Multi Line Selection］駆動法が知られている。
【０００３】
　なお、ＭＬＳ駆動法に関連する従来技術の一例として、特許文献１には、液晶表示パネ
ルに直交して設けられる複数の走査電極線を選択駆動する走査側駆動信号を所定の関数に
基づいて生成する走査線駆動回路と、信号電極線を駆動する信号線駆動回路とによって、
複数の走査電極線を同時に選択駆動制御して、走査電極線と信号電極線の各交点に設けら
れる液晶表示素子を駆動制御する液晶駆動方法において、前記走査線駆動回路は、前記関
数に基づいて生成する波形パターンの組み合わせを所定周期で変更して前記走査側駆動信
号を生成し、当該走査側駆動信号により前記複数の走査線を同時に選択駆動制御すること
を特徴とする液晶駆動方法が開示・提案されている。
【特許文献１】特開平９－８０３７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　確かに、上記のＭＬＳ駆動法であれば、一の選択信号によって複数の走査線を同時に選
択することができるので、各走査線毎に選択信号を要するＡＰＴ駆動法に比べて、選択信
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号の本数を削減することが可能となる。
【０００５】
　しかしながら、従来のＭＬＳ駆動法では、一の選択信号によって必ず複数の走査線が同
時選択されてしまうため、画面を部分的に表示させるパーシャルモード（例えば、アイコ
ンの表示領域のみを駆動状態とし、その余の表示領域を非駆動状態とする動作モード）に
ついては、一の選択信号によって同時に選択される走査線のライン数ずつ（例えば、３ラ
インＭＬＳ駆動法の場合、３ライン、６ライン、９ラインという具合に、３の倍数のライ
ン数ずつ）にしか、パーシャルモードを実現することができなかった。
【０００６】
　本発明は、上記の問題点に鑑み、ＭＬＳ駆動法の特長を減ずることなく、任意のライン
数でパーシャルモードを実現することが可能な液晶駆動装置、及び、これを用いた液晶表
示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明に係る液晶駆動装置は、一のコモン選択信号から各
ライン毎のコモン信号を生成する複数のコモン駆動回路を有して成り、複数本の走査線を
同時選択する液晶駆動装置であって、前記コモン駆動回路は、それぞれ、各個別に入力さ
れるライン選択信号に応じて、前記コモン選択信号をマスクし、各ライン毎に前記コモン
信号を非選択論理とする手段を有して成る構成（第１の構成）とされている。
【０００８】
　なお、上記第１の構成から成る液晶駆動装置において、前記コモン駆動回路は、それぞ
れ、選択論理と非選択論理の２値を取り得るコモン選択信号及びライン選択信号と、第１
論理と第２論理の２値を取り得るベクトル信号と、に基づいて、各ライン毎のコモン信号
を生成するものであり、前記コモン選択信号及び前記ライン選択信号がいずれも選択論理
であって、前記ベクトル信号が第１論理である場合には、前記コモン信号を第１選択論理
とし、前記コモン選択信号及び前記ライン選択信号がいずれも選択論理であって、前記ベ
クトル信号が第２論理である場合には、前記コモン信号を第２選択論理とし、その余の場
合には、前記コモン信号を非選択論理とする構成（第２の構成）にするとよい。
【０００９】
　また、上記第２の構成から成る液晶駆動装置において、前記ベクトル信号は、そのエッ
ジがサブフレームの切替タイミングに対して前後にずらされている構成（第３の構成）に
するとよい。
【００１０】
　また、上記第１～第３いずれかの構成から成る液晶駆動装置は、前記複数のコモン駆動
回路を一纏めにしたコモンブロックを複数有して成り、各コモンブロックを複数のコモン
選択信号によって時分割で順次選択する液晶駆動装置であって、偶数番目のコモンブロッ
ク群と奇数番目のコモンブロック群とは、互いに離間されて成る構成（第４の構成）にす
るとよい。
【００１１】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、複数の信号線とこれに直交する複数の走査線との
各交点に液晶セルを備えて成る単純マトリクス型の液晶表示パネルと、前記液晶表示パネ
ルの駆動手段として、上記第１～第４いずれかの構成から成る液晶駆動装置と、を有して
成る構成（第５の構成）とされている。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る液晶駆動装置、及び、これを用いた液晶表示装置であれば、ＭＬＳ駆動法
の特長を減ずることなく、数本の信号線を追加するだけで、任意のライン数でパーシャル
モードを実現することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
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　図１は、本発明に係る液晶表示装置の一実施形態を示すブロック図である。
【００１４】
　本図に示すように、本実施形態の液晶表示装置は、液晶表示パネル１と、セグメント制
御部２と、コモン制御部３と、を有して成る。
【００１５】
　液晶表示パネル１は、複数の信号線とこれに直交する複数の走査線との各交点にそれぞ
れ液晶セルを備えて成る単純マトリクス型（ＳＴＮ［Super Twisted Nematic］型）の液
晶表示パネルであり、各液晶セルの両端間に電圧をかけることで液晶分子の向きを変え、
光の透過を制御することによって、任意の文字や画像を表示するものである。
【００１６】
　セグメント制御部２は、液晶表示パネル１の各信号線に対して、表示画像に応じたセグ
メント信号を供給する手段である。
【００１７】
　コモン制御部３は、液晶表示パネルの各走査線に対して、コモン信号（本実施形態では
ＣＯＭ０～ＣＯＭ１６１）を供給する手段であり、５４（＝１６２／３）本のコモン選択
信号ＣＢ０＿ＥＮ～ＣＢ５３＿ＥＮによって時分割で順次選択されるコモンブロックＣＢ
０～ＣＢ５３を有して成る。
【００１８】
　コモンブロックＣＢｎ（本実施形態ではｎ＝０、１、…、５３）は、コモン選択信号Ｃ
Ｂｎ＿ＥＮとベクトル信号ＶＥＣＴＯＲ０、ＶＥＣＴＯＲ１、ＶＥＣＴＯＲ２、及び、今
回新たに追加したライン選択信号Ｌ０＿ＥＮ、Ｌ１＿ＥＮ、Ｌ２＿ＥＮに基づいて、各ラ
イン毎のコモン信号ＣＯＭ３ｎ、ＣＯＭ（３ｎ＋１）、ＣＯＭ（３ｎ＋２）を生成する３
つのコモン駆動回路ＤＲＶｎ（Ｌ０）、ＤＲＶｎ（Ｌ１）、ＤＲＶｎ（Ｌ２）を一纏めに
したものである。
【００１９】
　なお、セグメント制御部２とコモン制御部３は、液晶表示パネル１の駆動制御を行う液
晶駆動装置として、半導体装置に集積化されている。
【００２０】
　このように、本実施形態の液晶駆動装置では、液晶表示パネル１の駆動法として、複数
（本実施形態では３本ずつ）の走査線を同時選択するＭＬＳ駆動法が採用されている。こ
のような構成とすることにより、各走査線毎にコモン選択信号を要するＡＰＴ駆動法に比
べて、コモン選択信号の本数を削減することが可能となるほか、フレーム応答の削減や、
コモン電圧の低減を図ることも可能となる。
【００２１】
　なお、ＭＬＳ駆動法におけるセグメント信号、コモン信号、及び、ベクトル信号の直交
行列制御に関しては、周知技術を適用すれば足りるため、本明細書中での説明を割愛し、
以下では、コモン駆動回路ＤＲＶｎ（Ｌｍ）（本実施形態ではｍ＝０、１、２）の構成及
び動作（特にライン選択動作）について、詳細な説明を行うことにする。
【００２２】
　図２は、コモン駆動回路ＤＲＶｎ（Ｌｍ）の一構成例を示す回路図である。
【００２３】
　本図に示すように、本構成例のコモン駆動回路ＤＲＶｎ（Ｌｍ）は、否定論理積演算器
ＮＡＮＤ１、ＮＡＮＤ２と、否定論理和演算器ＮＯＲ１、ＮＯＲ２と、インバータＩＮＶ
１～ＩＮＶ４と、アナログスイッチＳＷ１～ＳＷ３と、を有して成る。
【００２４】
　否定論理積演算器ＮＡＮＤ１の一入力端とインバータＩＮＶ１の入力端は、いずれもコ
モン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮの印加端に接続されている。否定論理積演算器ＮＡＮＤ１の他
入力端とインバータＩＮＶ２の入力端は、いずれもライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮの印加端に
接続されている。否定論理和演算器ＮＯＲ１の一入力端は、インバータＩＮＶ１の出力端
（反転コモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮＢの印加端）に接続されている。否定論理和演算器Ｎ
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ＯＲ１の他入力端は、インバータＩＮＶ２の出力端（反転ライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮＢの
印加端）に接続されている。
【００２５】
　否定論理積演算器ＮＡＮＤ２の一入力端は、ベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍの印加端に接
続されている。否定論理積演算器ＮＡＮＤ２の他入力端とインバータＩＮＶ３の入力端は
いずれも否定論理和演算器ＮＯＲ１の出力端に接続されている。否定論理和演算器ＮＯＲ
２の一入力端とインバータＩＮＶ４の入力端は、いずれも否定論理積演算器ＮＡＮＤ１の
出力端に接続されている。否定論理和演算器ＮＯＲ２の他入力端は、ベクトル信号ＶＥＣ
ＴＯＲｍの印加端に接続されている。
【００２６】
　アナログスイッチＳＷ１は、第１選択電圧Ｖ２の印加端とコモン信号（３ｎ＋ｍ）の出
力端との間に接続されている。アナログスイッチＳＷ１の反転制御端は、否定論理積演算
器ＮＡＮＤ２の出力端に接続されている。
【００２７】
　アナログスイッチＳＷ２は、第２選択電圧ＭＶ２の印加端とコモン信号（３ｎ＋ｍ）の
出力端との間に接続されている。アナログスイッチＳＷ２の非反転制御端は、否定論理和
演算器ＮＯＲ２の出力端に接続されている。
【００２８】
　アナログスイッチＳＷ３は、非選択電圧ＶＣの印加端とコモン信号（３ｎ＋ｍ）の出力
端との間に接続されている。アナログスイッチＳＷ３の非反転制御端は、インバータＩＮ
Ｖ３の出力端に接続されている。アナログスイッチＳＷ３の反転制御端は、インバータＩ
ＮＶ４の出力端に接続されている。
【００２９】
　なお、上記のコモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮ及びライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮは、いずれも
選択論理（ここではハイレベル；ＶＤＤ）と非選択論理（ここではローレベル；ＶＳＳ）
の２値を取り得る電圧信号である。また、ベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍは、第１論理（こ
こではハイレベル；ＶＤＤ）と第２論理（ここではローレベル；ＶＳＳ）の２値を取り得
る電圧信号である。
【００３０】
　ここで、コモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮ及びライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮがいずれも選択論
理（ハイレベル）であって、ベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍが第１論理（ハイレベル）であ
る場合には、アナログスイッチＳＷ１のみがオンとなり、コモン信号ＣＯＭ（３ｎ＋ｍ）
が第１選択論理（第１選択電圧Ｖ２）とされる。
【００３１】
　また、コモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮ及びライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮがいずれも選択論理
（ハイレベル）であって、ベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍが第２論理（ローレベル）である
場合には、アナログスイッチＳＷ２のみがオンとなり、コモン信号ＣＯＭ（３ｎ＋ｍ）が
第２選択論理（第２選択電圧ＭＶ２）とされる。
【００３２】
　一方、コモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮ及びライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮの少なくとも一方が
非選択論理（ローレベル）である場合には、アナログスイッチＳＷ３のみがオンとなり、
コモン信号ＣＯＭ（３ｎ＋ｍ）が非選択論理（非選択電圧ＶＣ）とされる。
【００３３】
　上記のように、本実施形態の液晶駆動装置において、コモン駆動回路ＤＲＶｎ（Ｌｍ）
は、それぞれ、各個別に入力されるライン選択信号Ｌｍ（及びその反転信号）に応じて、
コモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮ（及びその反転信号）をマスクし、各ラインＬｍ毎にコモン
信号ＣＯＭ（３ｎ＋ｍ）を非選択論理とする手段を有して成る構成とされている。
【００３４】
　このような構成であれば、ライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮを非選択論理とすることにより、
コモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮやベクトル信号の論理状態に関わらず、任意のコモン信号Ｃ
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ＯＭ（３ｎ＋ｍ）を非選択論理として、当該ラインを表示しないように制御することがで
きるので、任意のライン数でパーシャルモードを実現することが可能となる。
【００３５】
　また、本実施形態の液晶駆動装置であれば、数本（本実施形態では３本）のライン選択
信号Ｌｍ＿ＥＮを追加するだけで、上記のライン選択制御を実現することができるので、
信号線の本数削減というＭＬＳ駆動法の特長を減ずることはなく、また、コモン駆動回路
ＤＲＶｎ（Ｌｍ）内における配線領域の点でも、大きな影響を与えることはない。
【００３６】
　上記したコモン駆動回路ＤＲＶｎ（Ｌｍ）でのライン選択制御について、図３と図４を
参照しながら具体的に説明する。
【００３７】
　図３は、通常モード（フルライン表示モード）の動作を説明するための波形図であり、
図４は、パーシャルモードの動作を説明するための波形図である。
【００３８】
　図３に示すように、通常モード時には、ライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮ（ｍ＝０、１、２）
が全て選択論理（ハイレベル）とされるので、コモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮは一切マスク
されず、コモン信号ＣＯＭ０～ＣＯＭ１６１は、いずれも、コモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮ
（ｎ＝０、１、…、５３）とベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍ（ｍ＝０、１、２）に基づいて
通常通りに生成される。
【００３９】
　なお、ＭＬＳ駆動法では、複数の走査線を同時選択しつつ、列方向の表示パターンを独
立制御するために、各走査線に与えられるコモン信号の選択電圧がサブフレーム毎に異な
る組合わせで切り替えられる。また、１フレームは４つのサブフレームから成り、各サブ
フレーム毎に５４（＝１６２／３）回の水平走査で全ての走査線が選択される。従って、
１本の走査線は、１フレームで４回選択される形となり、各液晶セルには、４回トータル
として、各々のオン／オフに相当する実効電圧が印加される。
【００４０】
　一方、図４には、パーシャルモードでコモン信号ＣＯＭ４～ＣＯＭ１６０のみを有効と
する場合、逆に言えば、コモン信号ＣＯＭ０～ＣＯＭ３、及び、コモン信号ＣＯＭ１６１
を無効（非選択論理）とする場合が示されている。
【００４１】
　上記ライン選択制御において、コモン選択信号ＣＢ０＿ＥＮは、ライン選択信号Ｌ０＿
ＥＮ、Ｌ１＿ＥＮ、Ｌ２＿ＥＮがいずれも非選択論理（ローレベル）とされているので、
全てのラインでマスクされる。従って、コモン信号ＣＯＭ０、ＣＯＭ１、ＣＯＭ２は、い
ずれも非選択論理となる。
【００４２】
　また、コモン選択信号ＣＢ１＿ＥＮは、ライン選択信号Ｌ０＿ＥＮの非選択論理（ロー
レベル）によってマスクされるが、その余のラインについてはマスクされない。従って、
コモン信号ＣＯＭ３のみが非選択論理とされ、コモン信号ＣＯＭ４、ＣＯＭ５については
通常通りに生成される。
【００４３】
　また、コモン選択信号ＣＢ２＿ＥＮ～ＣＢ５２＿ＥＮは、ライン選択信号Ｌ０＿ＥＮ～
Ｌ２＿ＥＮがいずれも選択論理（ハイレベル）とされているので、一切マスクされない。
従って、コモン信号ＣＯＭ４～ＣＯＭ１５８については通常通りに生成される。
【００４４】
　また、コモン選択信号ＣＢ５３＿ＥＮは、ライン選択信号Ｌ２＿ＥＮの非選択論理（ロ
ーレベル）によってマスクされるが、その余のラインはマスクされない。従って、コモン
信号ＣＯＭ１５９、ＣＯＭ１６０については通常通りに生成されるが、コモン信号ＣＯＭ
１６１は非選択論理とされる。
【００４５】
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　以上のライン選択制御により、パーシャルモードでコモン信号ＣＯＭ４～ＣＯＭ１６０
のみを有効とすることが可能となる。
【００４６】
　なお、コモンブロックＣＢ０において、コモン信号ＣＯＭ０、ＣＯＭ１、ＣＯＭ２を全
て非選択論理とする手法については、上記のように、コモン選択信号ＣＢ０＿ＥＮをライ
ン選択信号Ｌ０＿ＥＮ、Ｌ１＿ＥＮ、Ｌ２＿ＥＮのローレベルで各々マスクする構成のほ
か、コモン選択信号ＣＢ０＿ＥＮ自体を非選択論理に維持する構成としても構わない。こ
のような構成とすることにより、コモン選択信号ＣＢ０＿ＥＮの論理変遷に伴う電力消費
を抑えることが可能となる。
【００４７】
　次に、ベクトル信号のエッジ制御について、図５を参照しながら詳細に説明する。
【００４８】
　図５は、ベクトル信号のエッジ制御を説明するための波形図である。
【００４９】
　本実施形態の液晶駆動装置において、ベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍは、そのエッジがサ
ブフレームの切替タイミングに対して前後にずらされている（本図中の破線を参照）。
【００５０】
　具体的に述べると、偶数番目のコモンブロック群（ＣＢ０、ＣＢ２、…、ＣＢ５２）に
入力されるベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍについては、そのエッジがサブフレームの切替タ
イミングよりも所定期間（コモン選択期間の半分程度）だけ前にずらされており、奇数番
目のコモンブロック群（ＣＢ１、ＣＢ３、…、ＣＢ５３）に入力されるベクトル信号ＶＥ
ＣＴＯＲｍについては、そのエッジがサブフレームの切替タイミングよりも上記の所定期
間だけ後ろにずらされている。
【００５１】
　このような構成であれば、コモン信号ＣＯＭ０～ＣＯＭ１６１の生成動作に支障を来す
ことなく、ベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍのエッジとコモン選択信号ＣＢｎ＿ＥＮのエッジ
を不一致とすることができるので、コモン制御部３における駆動電流の瞬時的な増加（延
いては、駆動電圧の瞬時的なドロップ）を抑えて、液晶表示パネル１における画面表示の
乱れを抑制することが可能となる。
【００５２】
　次に、コモンブロックの離間配置について、図６を参照しながら詳細に説明する。
【００５３】
　図６は、コモンブロックの離間配置を説明するためのブロック図である。
【００５４】
　本図に示すように、コモン制御部３を構成するコモンブロックＣＢ０～ＣＢ５３につい
ては、偶数番目のコモンブロック群（ＣＢ０、ＣＢ２、…、ＣＢ５２）と奇数番目のコモ
ンブロック群（ＣＢ１、ＣＢ３、…、ＣＢ５３）とを互いに離間して配置するとよい。
【００５５】
　なお、図６では、偶数番目のコモンブロック群（ＣＢ０、ＣＢ２、…、ＣＢ５２）を液
晶表示パネル１の右辺側に配置し、奇数番目のコモンブロック群（ＣＢ１、ＣＢ３、…、
ＣＢ５３）を液晶表示パネル１の左辺側に配置した構成が示されている。
【００５６】
　このような構成とすることにより、互いに隣接した走査線を駆動対象とするコモンブロ
ックＣＢｋとコモンブロックＣＢ（ｋ＋１）との間で、電源ラインがレイアウト的に離間
して引き回される形となる。従って、一方のコモンブロックＣＢｋを駆動する際に生じる
駆動電圧変動の影響が他方のコモンブロックＣＢ（ｋ＋１）に及び難くなるので、液晶表
示パネル１における画面表示の乱れを抑制することが可能となる。
【００５７】
　なお、上記構成を採用する場合には、ライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮを全てのコモンブロッ
ク共通に用意するのではなく、偶数番目のコモンブロック群（ＣＢ０、ＣＢ２、…、ＣＢ
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群（ＣＢ１、ＣＢ３、…、ＣＢ５３）に入力するためのライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮ（Ｌ）
と、を個別に用意してもよい（図７（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を参照）。
【００５８】
　また、先述したベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍのエッジ制御についても、偶数番目のコモ
ンブロック群（ＣＢ０、ＣＢ２、…、ＣＢ５２）に入力するためのベクトル信号ＶＥＣＴ
ＯＲｍ（Ｒ）と、奇数番目のコモンブロック群（ＣＢ１、ＣＢ３、…、ＣＢ５３）に入力
するためのベクトル信号ＶＥＣＴＯＲｍ（Ｌ）と、を個別に用意すれば、容易に実現する
ことが可能となる。
【００５９】
　また、本発明の構成は、上記実施形態のほか、発明の主旨を逸脱しない範囲で種々の変
更を加えることが可能である。
【００６０】
　例えば、上記実施形態では、コモン制御部３への信号線を削減すべく、コモン選択信号
ＣＢｎ＿ＥＮ及びライン選択信号Ｌｍ＿ＥＮの反転信号については、コモン駆動回路ＤＲ
Ｖｎ（Ｌｍ）内部で生成する構成を例に挙げて説明を行ったが、本発明の構成はこれに限
定されるものではなく、これらの反転信号を外部から直接入力する構成としてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明は、ＭＬＳ駆動法の特長を減ずることなく、任意のライン数でパーシャルモード
を実現する上で有用な技術であり、携帯電話機の液晶表示パネルを駆動する液晶駆動装置
などに好適な技術である。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】は、本発明に係る液晶表示装置の一実施形態を示すブロック図である。
【図２】は、コモン駆動回路ＤＲＶｎ（Ｌｍ）の一構成例を示す回路図である。
【図３】は、通常モードの動作を説明するための波形図である。
【図４】は、パーシャルモードの動作を説明するための波形図である。
【図５】は、ベクトル信号のエッジ制御を説明するための波形図である。
【図６】は、コモンブロックの離間配置を説明するためのブロック図である。
【図７】は、ライン選択信号の分離制御を説明するための波形図である。
【符号の説明】
【００６３】
　　　１　　液晶表示パネル
　　　２　　セグメント制御部
　　　３　　コモン制御部
　　　ＣＢｎ　　コモンブロック（ｎ＝０、１、…、５３）
　　　ＤＲＶｎ（Ｌｍ）　　コモン駆動回路（ｎ＝０、１、…、５３、ｍ＝０、１、２）
　　　ＮＡＮＤ１、ＮＡＮＤ２　　否定論理積演算器
　　　ＮＯＲ１、ＮＯＲ２　　否定論理和演算器
　　　ＩＮＶ１、ＩＮＶ２、ＩＮＶ３、ＩＮＶ４　　インバータ
　　　ＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３　　アナログスイッチ
　　　ＣＢｎ＿ＥＮ　　コモン選択信号（ｎ＝０、１、…、５３）
　　　ＶＥＣＴＯＲｍ　　ベクトル信号（ｍ＝０、１、２）
　　　Ｌｍ＿ＥＮ　　ライン選択信号（ｍ＝０、１、２）
　　　ＣＯＭ（３ｎ＋ｍ）　　コモン信号（ｎ＝０、１、…、５３、ｍ＝０、１、２）
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